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( 2)

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
が

　

本
格
実
施
さ
れ
ま
す

　

４
月
か
ら
本
格
実
施

　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
は
、
日
本
の
低
い
食
料
自

給
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

大
き
な
目
的
と
す
る
国
の
農

業
政
策
で
す
。
恒
常
的
に
販

売
価
格
が
生
産
費
を
下
回
っ

て
い
る
作
物
を
対
象
に
、
そ

の
差
額
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
経
営
の
安
定
と

国
内
生
産
力
の
確
保
を
図

り
、
こ
れ
に
よ
り
食
料
自
給

率
の
向
上
と
農
業
の
多
面
的

機
能
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
米

の
所
得
補
償
な
ど
の
戸
別
所

得
補
償
モ
デ
ル
対
策
に
続

き
、
畑
作
物
の
所
得
補
償
が

加
わ
っ
て
４
月
よ
り
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
制
度
が
本
格

実
施
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

農
政
係

�
内
線
４
１
１

米の所得補償交付金・米価変動補てん交付金
～生産調整を達成した農家を対象に主食用米に対し所得補償を行います～

１５，０００円／１０アール(全国一律単価)定額部分

23年産の販売価格が、過去３年間の平均価格を下回った場合に流通
経費などを差し引いた額を基に算定した額を交付（全国一律単価）

変動補てん分

交付対象者
・生産調整達成者で、主食用米の生産した販売農家（水稲共済加入者または販売
実績があるもの）
交付対象面積
・主食用米作付け面積から自家消費米相当分として一律１０アールを差し引いた面積

水田活用の所得補償交付金
～水田を有効活用する麦、大豆、飼料用米、加工用米などの生産に
対し、主食用米並みの所得を確保しうる交付金が交付されます～

交付単価対象作物
３５，０００円／１０アール麦・大豆・飼料作物
８０，０００円／１０アール米粉用米・飼料用米・ＷＣＳ用稲
２０，０００円／１０アールそば・なたね・加工用米

交付要件
・実需者との出荷・販売契約を締結することと、出荷・販売をすること。

①戦略作物助成

②二毛作助成　　１５，０００円／１０アール
・主食用米と戦略作物または戦略作物同士の組み合わせによる二毛作に対する助成

③耕畜連携助成　　１３，０００円／１０アール
・飼料用米のわら利用、水田放牧、資源循環の取り組みに対しての助成

(3) 広報いたくら　Ｈ23．４．１

畑作物の所得補償交付金
～小麦、大豆、そばなどを生産する農家に対し、標準的な生産費と販売価格の差額分に相当す
る交付金を交付します～

前年の生産面積に基づき
２０，０００円／１０アール

面積払い
（営農継続支払い）

収量増や品質向上に反映される品質加算
各作物ごとに等級・ランクに応じた単価を設定

数量払い

交付対象者
・小麦・大豆・そばなどを生産数量目標に従って生産・販売する農家

２等１等品質区分
ＤＣＢＡＤＣＢＡ等級・ランク
４，５８０４，６４０４，７９０５，２９０５，７４０５，８００５，９５０６，４５０小麦（60㎏あたり）

品質加算単価

等外・未検査３等２等１等品質区分（等級）
１２，１５０１５，３６０１６，１６０１６，８７０そば（60㎏あたり）

各種加算措置
○規模拡大加算
　戸別所得補償制度加入者が、農地利用集積円滑化事業により、農地の面的集積（連担化）するために新たに６年以
　上の利用権設定をした農地面積に応じて１０アールあたり２０，０００円を交付
○再生利用加算
　地域の耕作放棄地の再生利用計画に従って、耕作放棄地に自給率向上効果の高い麦、大豆、そば、なたねを作付け
　した場合に、最長で５年間支払われます。

加入方法・手続きについて
交付金を受けるためには、交付申請書などの提出が必要となります。
①６月30日までに交付申請書などを、板倉町総合農業振興協議会（役場産業振興課内）に提出してください。
②交付金の支払いは、平成23年12月からの予定です。

交付金に関するスケジュール(想定)

（単位：円）
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解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い

　

町
で
は
、
電
話
勧
誘
な
ど
に
よ

る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
、
多
重
債
務

な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
や
苦
情
に
つ
い
て
の

解
決
へ
の
お
手
伝
い
を
す
る
た

め
、
４
月
１
日
よ
り
「
板
倉
町
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
を
戸
籍
税
務

課
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
迷
っ
た

り
し
た
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に

消
費
生
活
相
談
員
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

30

15

（
た
だ
し
土
日
、
祝
日
及
び
年
末

年
始
を
除
く
）

相
談
先  
板
倉
町
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー（
役
場
第
２
庁
舎 
戸
籍
年
金
係
）

相
談
方
法　

電
話
及
び
窓
口

相
談
電
話　
　

－

７
８
３
０
（
ナ

82

ヤ
ミ
ナ
シ
）

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

�
内
線
２
３
７

町
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献

　

去
る
１
月　

日
、　

歳
で
永
眠

14

97

さ
れ
た
板
倉
町
名
誉
町
民
、
元
板

倉
町
長
故 
小  
森  
谷  
義
一 
氏
（
海
老

こ 
も
り 
や 
よ
し
い
ち

瀬
）
が
、 
正  
六  
位 
に
叙
さ
れ
ま
し

し
ょ
う 
ろ
く 
い

た
。
故
人
は
昭
和　

年　

月
に
町

43

11

長
に
初
当
選
、
そ
の
後
４
期　

年
16

に
わ
た
り
、
板
倉
工
業
団
地
の
造

成
を
初
め
と
し
て
、
骨
身
を
惜
し

ま
ず
町
の
発
展
の
た
め
に
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
永
年
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
叙
位
と

な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

秘
書
人
事
係

�
内
線
１
１
１

テ
レ
ビ
な
ど
で
情
報
確
認
を

　

今
回
の
地
震
の
影
響
に
よ
る
計

画
停
電
で
、
板
倉
町
は
「
第
４
グ

ル
ー
プ
Ａ
」
に
属
し
て
い
ま
す
。

　

停
電
時
間
は
毎
日
変
り
ま
す
の

で
、
テ
レ
ビ
や
東
京
電
力
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ご
案
内
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
な
ど
で
の
確
認
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

停
電
中
の
影
響

▼
水
道
が
断
水
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

▼
役
場
窓
口
業
務
（
証
明
書
の
発

行
）
が
停
電
に
よ
り
業
務
停
止
と

な
り
ま
す
。

▼
一
般
電
話
か
ら
「
１
１
９
番
」

通
報
が
か
か
り
に
く
く
な
り
ま
す

の
で
携
帯
電
話
で
お
か
け
に
な
る

か
、
ま
た
は
直
接
、
板
倉
消
防
署

へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

○
計
画
停
電
ご
案
内
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
１
２
０－

　

－

５
４
３
３

92

○
行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
１

役
場
の
閉
庁
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

　

４
月
１
日　

か
ら
、
役
場
の
閉

(金)

庁
時
間
が
、
こ
れ
ま
で
の
午
後
５

時　

分
か
ら
午
後
５
時　

分
に
変

30

15

わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ

く
措
置
で
、
国
や
県
、
県
内
の
板

倉
町
を
除
く
全
て
の
市
町
村
で
は

す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

併
せ
て
、
毎
週
水
曜
日
に
実
施

（
た
だ
し
祝
日
を
除
く
）
し
て
い
る

窓
口
延
長
業
務
（
生
活
に
関
係
の

深
い
各
種
証
明
書
の
交
付
・
税

金
・
保
険
料
の
収
納
な
ど
）
に
つ

き
ま
し
て
も
、
午
後
７
時　

分
ま

30

で
か
ら
午
後
７
時　

分
ま
で
へ
と

15

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

閉
庁
時
間
は　

分
早
く
な
り
ま

15

し
た
が
、
効
率
的
な
業
務
を
行

い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
町

民
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
合
せ　

秘
書
人
事
係

�
内
線
１
１
１

地
震
に
よ
る
停
電

叙
位
伝
達

役
場
閉
庁
時
間

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

広報いたくら　Ｈ23．４．１(5)

み
ん
な
で
ご
み
の
減
量
化

　

板
倉
町
・
明
和
町
・
館
林
市
で

毎
年
実
施
し
て
き
た
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
。
ご
み
を
減
ら
そ
う
と
す

る
皆
さ
ん
の
力
に
よ
り
、
今
回
は

レ
ジ
袋
が
１
６
７，
９
６
５
枚
節

約
さ
れ
ま
し
た
。
だ
れ
も
が
で
き

る
地
球
に
優
し
い
「
マ
イ
バ
ッ
グ
」

運
動
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
身
近

な
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
３
月
７
日
に
抽
選
会
が
行

わ
れ
、
液
晶
テ
レ
ビ
３
台
の
う
ち

２
台
が
板
倉
町
民
の
か
た
に
当
選

し
ま
し
た
。

▼
参
加
協
力
店
舗　

１
７
０
店
舗

▼
応
募
総
数　

１
６，
９
５
８
枚

▼
節
約
効
果

○
ご
み
減
量　

１，
６
８
０
㎏

○
石
油
節
約　

３，
４
６
０
㎏

（
ド
ラ
ム
缶　

本
分
）

17

○
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
量

　

８，
６
８
５
㎏

問
合
せ　

資
源
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

５
３
７
１

82

　

緑
に
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

苗
木
を
無
償
配
布
し
ま
す
。
ま

た
、
当
日
は
「
緑
の
募
金
」
に
も

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月　

日　
　

29

(祝)

○
午
前　

時　

分　

整
理
券
配
布

10

45

（
１
世
帯
１
枚
、
１
本
限
り
。
な

く
な
り
次
第
終
了
）

○
午
前　

時　

苗
木
配
布
（
整
理

11

券
と
引
き
替
え
）

場
所　

健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

配
布
数　

２
０
０
本

問
合
せ　

資
源
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

５
３
７
１

82

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
予
定

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
苗

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動

子
宮
頸
が
ん
予
防

　

平
成　

年
度
の
子
宮 
頸 
が
ん
予

け
い

23

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

現
在
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
が
全
国
的
に
供
給
不
足
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
４
月

か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
左

記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

対
象　

中
学
１
年
生
〜
高
校
２
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
性

※
平
成　

年
度
の
対
象
者
（
高
校

22

１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女

性
）
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
３

24

月　

日
ま
で
接
種
期
間
を
延
長
し

31
ま
す
。

接
種
に
つ
い
て

　

６
か
月
間
で
３
回
の
接
種
を
し

な
け
れ
ば
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
す
で
に
接
種
を

開
始
し
て
い
る
か
た
を
優
先
し
て

実
施
し
ま
す
。

▼
ま
だ
、
接
種
し
て
い
な
い
か
た

に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
不
足
の

た
め
、
当
面
の
間
、
接
種
予
約
は

で
き
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
の
安
定

供
給
の
見
通
し
が
つ
く
ま
で
は
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

予
約
を
見
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が

安
定
し
て
供
給
で
き
る
時
期
は
、

７
月
以
降
と
み
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
連
絡
が
入
り
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

▼
１
回
目
ま
た
は
２
回
目
の
接
種

が
済
ん
だ
か
た
に
つ
い
て
は
、
接

種
し
た
医
療
機
関
と
連
絡
、
調
整

を
し
て
い
た
だ
き
、
２
回
目
以
降

の
接
種
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
接
種
ま
で
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
）

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

厚生病院からのお知らせ

　館林厚生病院では、計画停電が行われている
期間中、一泊の人間ドックを中止いたします。
　皆様のご理解をお願いいたします。

問合せ　館林厚生病院
�７２－３１４０
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タウンニュース

ご
協
力
の
お
願
い

震
災
義
援
金

助
成
制
度
が
変
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

人
間
ド
ッ
ク
助
成

　

現
在
、
国
保
及
び
後
期
高
齢
に

加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
へ
、
人
間

ド
ッ
ク
を
受
け
た
場
合
、
助
成
金

の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
助
成
を
行
い
ま
す
が
、
変
更

点
が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請

を
予
定
さ
れ
て
い
る
か
た
は
ご
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

脳
ド
ッ
ク
が
助
成
対
象
に

　

今
年
度
か
ら
脳
ド
ッ
ク
を
受
け

た
場
合
も
助
成
さ
れ
ま
す
。
脳

ド
ッ
ク
は
通
常
の
人
間
ド
ッ
ク
助

成
と
は
別
に
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、

町
の
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

た
ほ
か
に
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
た
場

合
も
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
助
成
は
５
年
度
内
に

１
回
の
み
に
な
り
ま
す
（
例
と
し

て
、
今
年
度
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
た

場
合
、
次
回
助
成
は
平
成　

年
度

28

以
降
と
な
り
ま
す
）。
ま
た
、
年

度
内
に
複
数
回
受
け
て
も
、
助
成

さ
れ
る
の
は
１
回
分
の
み
で
、
人

間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
を
セ
ッ
ト

で
行
っ
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ
ク

の
助
成
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

助
成
金
額
が
変
更

　

昨
年
度
ま
で
は
一
律
１
２，
０

０
０
円
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら

日
帰
り
と
脳
ド
ッ
ク
は
１
５，
０

０
０
円
、
一
泊
は
２
０，
０
０
０

円
に
な
り
ま
す
。

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

　

申
請
の
際
に
は
、
保
険
証
・
領

収
書
・
ド
ッ
ク
の
結
果
表
を
お
持

ち
い
た
だ
い
て
ま
し
た
が
、
特
定

健
診
（
後
期
高
齢
者
医
療
の
か
た

は
後
期
高
齢
者
健
診
）
の
受
診
券

も
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
受
診
券
は
５
月
ご
ろ
各

世
帯
へ
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

町
の
健
診
を
受
け
た
場
合
助
成
対

象
外
と
な
り
ま
す

　

６
月
ご
ろ
か
ら
町
内
の
公
民
館

及
び
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ

る
特
定
健
診
及
び
後
期
高
齢
者
健

診
を
受
け
た
場
合
、
人
間
ド
ッ
ク

の
助
成
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
予
定

の
か
た
は
健
診
を
受
診
さ
れ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
脳
ド
ッ
ク
を
単
体
で

受
け
た
場
合
は
助
成
対
象
と
な
り

ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
場
合
の
必

須
項
目

　

こ
れ
ま
で
は
ド
ッ
ク
を
受
け
て

結
果
表
を
持
参
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
助
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
よ
り
助
成
を
行
う
要

件
と
し
て
検
査
の
必
須
項
目
を
設

定
し
ま
し
た
。
左
記
の
一
覧
表
に

記
載
さ
れ
た
項
目
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
の
で
、

ド
ッ
ク
を
受
け
る
際
に
医
療
機
関

へ
、
こ
の
項
目
が
網
羅
さ
れ
て
い

る
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

保
険
医
療
係

�
内
線
３
２
６

◆
人
間
ド
ッ
ク
助
成
必
須
項
目

診
察

脂
質

肝
機
能

代
謝
系

血
液
一
般

尿
・
腎
機
能

心
機
能

眼
底
検
査

◆
脳
ド
ッ
ク
助
成
必
須
項
目

問
診

診
察

頭
部
磁
気
共
鳴
画
像
診
断
（
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
及
び

頭
部
磁
気
共
鳴
血
管
撮
影
検
査
（
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ａ
）

質
問
（
問
診
）

計
測

理
学
的
所
見
（
身
体
観
察
）

血
圧

中
性
脂
肪

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ａ
Ｓ
Ｔ
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）

γ－

Ｇ
Ｔ
Ｐ

空
腹
時
血
糖

尿
糖

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値

血
色
素
測
定

赤
血
球
数

尿
蛋
白

　

誘
導
心
電
図

12

身
長

体
重

肥
満
度

腹
囲

　

日
本
赤
十
字
社
板
倉
町
分
区
で

は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
被

災
者
の
た
め
の
義
援
金
箱
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
義
援
金
は
被
災
地

へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

領
収
書
を
必
要
と
す
る
か
た

は
、
役
場
第
２
庁
舎
（
福
祉
課
）

へ
義
援
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

義
援
金
箱
設
置
場
所

　

役
場
第
２
庁
舎
・
中
央
公
民
館
・

北
部
公
民
館
・
東
部
公
民
館
・
南
部

公
民
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
海
洋
セ

ン
タ
ー
・
健
康
の
郷「
季
楽
里
」

受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午

30

後
５
時　

分
15

受
付
期
間　

９
月　

日　

ま
で

30

(金)

※
群
馬
県
内
で
、「
日
本
赤
十
字
社

と
協
力
し
て
」
募
金
活
動
を
し
て
い

る
と
名
乗
る
者
が
個
人
宅
を
訪
問
し

て
募
金
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
赤
十
字
社
で

は
、
個
人
・
法
人
を
直
接
訪
問
し
て

義
援
金
を
募
る
こ
と
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

日
本
赤
十
字
社
板
倉
町

分
区
窓
口
（
役
場
福
祉
課
内
）

�
内
線
３
１
１
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小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
及

び
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事
業
に

つ
い
て
は
接
種
後
死
亡
例
の
報
告

が
あ
り
、
３
月
５
日
か
ら
一
時
的

に
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
厚
生

労
働
省
で
調
査
検
討
し
た
結
果
、

「
現
時
点
で
は
死
亡
例
と
の
直
接

的
な
明
確
な
因
果
関
係
は
認
め
ら

れ
な
い
」
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

再
開
の
準
備
が
整
い
次
第
、
対

象
者
あ
て
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
通
知

を
よ
く
読
ん
で
接
種
に
の
ぞ
ん
で

く
だ
さ
い
。

中
止
前
に
接
種
さ
れ
た
か
た

　

接
種
後
数
日
が
経
っ
て
い
る
場

合
は
心
配
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
接
種
後
数
日
以
内
に
普
段
と

違
う
症
状
（
高
熱
・
ぐ
っ
た
り
し

て
い
る
な
ど
）
が
あ
る
場
合
は
、

医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
群
馬
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

接
種
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す

法
改
正
で
取
り
扱
い
が
変
更

　

４
月
か
ら
障
害
基
礎
年
金
の
子

加
算
の
取
扱
い
が
改
正
さ
れ
、
配

偶
者
が
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
配
偶
者
に
支
給
さ

れ
る
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金

の
子
加
算
の
額
の
多
い
ほ
う
（
対

象
児
童
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
）
が
受

給
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象　

配
偶
者
が
障
害
基
礎
年
金

（
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
保

険
法
一
級
相
当
）
を
受
給
中
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
（
支
給
停
止
中
の
人
も
含
む
）

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
が
、　

歳
に
達
す
る
日
以
降
最
初

18

の
３
月　

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

31

（
一
定
の
障
害
が
あ
る
児
童
は　

歳
20

ま
で
）
を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た

は
監
護
し
生
計
を
同
じ
く
す
る
父

※
該
当
年
金
を
申
請
中
の
人
も
含
む
。

※
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

て
も
母
子
・
父
子
世
帯
の
場
合
は

受
給
変
更
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
１

ワ
ク
チ
ン
接
種

児
童
扶
養
手
当

堆肥の配布一時中止のお知らせ
　資源化センターで配布している堆肥ですが、この度発

生いたしました東北地方太平洋沖地震の影響と電力の問

題、生ごみの排出量減少のため堆肥の配布を皆様にでき

ない状況になりました。

　そのため堆肥の配布を一時中止とさせていただきます。

問合せ　資源化センター
�８２－５３７１

　アナログ放送は、７月24日正午から、ブルーバック

の「お知らせ画面」に移行し、24時までにはすべての

放送が終了（完全停波）します。したがって、それま

での間に、地上デジタル放送を視聴するための準備を

しないとテレビを見ることができなくなります。

　地上デジタル放送を視聴するためには、地上デジタ

ル放送対応の受信機とＵＨＦアンテナが必要です。

受信機は、新たにデジタルテレビを購入するほか、ア

ナログテレビに地上デジタルテレビ用チューナーを

取り付ける方法もあります。ＵＨＦアンテナは、南関

東など、地域によって新たに設置・調整などが必要な

場合があります。そのほか、ケーブルテレビに加入す

ることにより視聴する方法もあります。

　７月24日のアナログ放送終了時期が近づくに従い、

アンテナの設置・調整などの工事が集中し、同日まで

に間に合わなくなる可能性がありますので、できる限

り早めの対応をお願いします。

　これらの地デジの準備に当たり、「何をすればよい

かわからない」というかたや「テレビを買ったのにデ

ジタル放送を受信できない」というかたには、デジサ

ポ（総務省テレビ受信者支援センター）がお手伝いし

ます。まずは、デジサポにお電話ください。

　経済的な理由などで地上デジタル放送に対応でき

ない世帯（市町村民税非課税の世帯など）に対しては、

簡易チューナーの無償給付などの支援も行っていま

す。詳しくは総務省地デジチューナー支援実施セン

ターまでお問い合わせください。

一方、ＢＳアナログ放送も７月24日に終了しますの

で、ＢＳデジタル放送へ移行をお願いします。

《一般的なお問い合わせ先》

・デジサポ（総務省 テレビ受信者支援センター）　

 ht t p: / / di gi suppo. j p/

・総務省　地デジチューナー支援実施センター　

 ht t p: / / www. chi dej i shi en. j p/

（ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援）

�０５７０－０３３８４０

（市町村民税非課税世帯への支援）

�０５７０－０２３７２４

・デジサポ群馬

�０２７－２０２－１１００

アナログ放送終了まで
あと半年を切りました
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今月も町の話題が盛りだくさん！

  祝！卒業式
　３月11日(金)、板倉中学校で卒業式が行わ

れました。 粛 々  と執り行われる式のなか
しゅくしゅく

で、 侭  田 校長先生は「大きな壁にぶつかった
まま だ

とき、逃げずに立ち向かってください。ある

いは立ち止まってチャンスを待ってくださ

い」と卒業生たちに語りかけました。そして

「卒業後もさわやか板中生の取り組みを実践

していくことで社会に評価される」こと、ま

た、自らの夢や希望を実現するためには、努

力が必要であることを式辞として卒業生に

送りました。

　式の終盤には、卒業生による合唱が行われ

ました。ひな壇に並ぶ姿は皆とても 凛  々  し
り り

く、優しく力強い歌声は、みんなで心を一つ

にした合唱コンクールをはじめ、体育大会や

修学旅行など、中学校３年間の思い出の集大

成といえるものでした。

　最後のホームルームを終えて玄関から出

てきた卒業生たちはみな笑顔で、お互いに写

真を撮りあうなど、いつまでも校庭に残り、

別れを惜しんでいました。

　　東北地方太平洋沖地震
　３月11日(金)、東日本の太平洋沖の広範囲

を震源とし、多くの被害もたらした東北地方

太平洋沖地震。今回の地震では、板倉町でも

震度５弱を記録し、２００軒近くの家屋で屋

根などの被害が確認されました。被災地の

多くでは、未だ大変な状況が続いており、一

刻も早い復旧を願うばかりですが、これから

も備蓄や節電に取り組むなど、災害への備え

を心がけていきたいものです。

広報いたくら　Ｈ23．４．１(9)

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　�８２－１１１１(内線１５１)　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　　練習の成果を発揮

　　めざせ！健康長寿
　３月19日（土）、中央公民館で、特定健診に

関する講演会が開催されました。講師の

 上原  道康 先生は、免疫力を維持していくには
うえはら みちやす

食事がとても大切であるとともに、体重をコ

ントロールすることや睡眠の１時間前くら

いに水分をとること、そして特定健診をきち

んと受けることを話しました。

　２月27日（日）、中央公民館でまきば幼稚園

の発表会が行われました、今まで練習してき

た合唱や、合奏、おゆうぎやオペレッタな

ど、園児たちはみな生き生きとして、舞台せ

ましとがんばりました。おゆうぎやオペ

レッタでは、かわいらしい衣装で満員の会場

を大いにわかせました。

　　エネルギーを大切に
　２月24日（木）、資源化センターで「一人ひと

りからはじめる地球温暖化対策」と題しての

講演会がありました。講師の 森山  美  也  子 さ
もりやま み や こ

んは、いろいろな省エネルギーの取り組みの

なかで、生活情報サイトを活用した「環境家

計簿」を紹介し、自らのがんばりを目に見え

る形で実践することを勧めていました。

　　弱い人の立場に立って
　２月20日(日)、中央公民館で地域人権啓発

活動活性化事業として 家  田  荘  子 さんの講演
いえ だ しょう こ

会が開かれました。『「一緒に生きていこう」

－あなたの愛を求めています－』と題された

講演は、自らの経験を織り交ぜながら、弱い

ものの立場に立つことの大切さを、多くの聴

衆に語りました。
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
発

生
に
よ
り
、
町
民
生
活
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
防
災
や
緊
急
な
事

態
が
あ
っ
た
と
き
の
連
絡
方
法
に

つ
い
て
の
質
問
が
多
く
町
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
緊
急
事
態
な
ど
の
連

絡
方
法
と
し
て
、
各
行
政
区
に
設

置
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災
組
織
を

通
じ
て
の
情
報
伝
達
、
広
報
車
に

よ
る
巡
回
放
送
の
ほ
か
、
安
全
安

心
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
情
報
の
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
安
全
安
心
メ
ー
ル

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
メ
ー
ル

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
な
っ
た
経
緯

　

町
内
の
保
育
園
、
小
学
校
、
中

学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
た

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
、
ド
ナ
ル
ド
先
生
が
、
そ
の
任

を
終
え
て
５
月
に
帰
国
し
ま
す
。

　

ド
ナ
ル
ド
先
生
が
日
本
に
興
味

を
持
っ
た
の
は
、
小
学
校
３
年
生

の
時
、
日
本
人
の
留
学
生
か
ら
日

本
の
遊
び
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
高
校
生
の
時
、
先
生
に
「
日

本
で
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教
え

る
仕
事
が
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
、

大
学
卒
業
後
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
制
度
に
申

し
込
み
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て

来
日
す
る
前
に
、
関
西
地
区
で
３

か
月
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経

験
、
そ
の
際
、
群
馬
の
草
津
を
訪

れ
た
こ
と
が
、
後
に
配
属
希
望
先

と
し
て
、
板
倉
町
を
選
ん
だ
大
き

な
要
因
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ドナルド・マカリスターさん

　

ド
ナ
ル
ド
・
マ
カ
リ
ス
タ
ー　

大
字
板
倉
在

住
／
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
ウ
ェ
リ
ン
ト

ン
出
身
、
外
国
語
教
育
と
文
化
交
流
の
担
い
手

で
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
人
指
導
助
手
）
と
し
て
、

　

年
間
、
板
倉
町
で
教 
鞭 
を
執
る
。

べ
ん

18

国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流とととととととととと英英英英英英英英英英語語語語語語語語語語教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育にににににににににに貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢国際交流と英語教育に貢献献献献献献献献献献献

数数数数数数数数数数々々々々々々々々々々のののののののののの思思思思思思思思思思いいいいいいいいいいをををををををををを胸胸胸胸胸胸胸胸胸胸にににににににににに祖祖祖祖祖祖祖祖祖祖国国国国国国国国国国ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ数々の思いを胸に祖国ＮＺへへへへへへへへへへへ

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

緊
急
情
報
は

何
で
知
っ
た
ら
？

(11) 広報いたくら　Ｈ23．４．１ �楽しい情報や話題などお気軽にお寄せください。
�82- 1111　�82- 1300　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

ア
ド
レ
ス
を
ご
登
録
い
た
だ
き
、

防
災
・
防
災
緊
急
情
報
や
町
か
ら

の
お
知
ら
せ
を
、
メ
ー
ル
機
能
を

利
用
し
て
発
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
の
ど

ち
ら
で
も
利
用
可
能
で
す
。

主
な
配
信
内
容

①
防
犯
情
報
（
随
時
）

②
防
災
情
報
（
随
時
）

③
緊
急
情
報
（
随
時
）

④
一
般
行
政
情
報
（
随
時
）

※
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
が
、
登
録
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
本
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
は
無
料

で
す
が
、
メ
ー
ル
受
信
す
る
た
め

の
通
信
料
金
な
ど
は
利
用
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

▼
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

ご
利
用
番
号

�
０
１
８
０－

　

－

２
４
０
０

99

主
な
放
送
内
容

①
火
災
情
報

②
尋
ね
人
の
案
内

③
悪
徳
な
訪
問
販
売
の
防
止
案
内

④
学
校
か
ら
の
連
絡

⑤
警
察
署
・
駐
在
所
か
ら
の
連
絡

⑥
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

問
合
せ

○
行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
１

○
情
報
広
報
係

�
内
線
１
５
１

　

経
験
か
ら
広
が
る
も
の

　
「
１
９
９
３
年
８
月
に
Ａ
Ｌ
Ｔ

と
し
て
来
日
し
た
と
き
、
赴
任
先

の
板
倉
中
学
校
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
自
分

ひ
と
り
、
世
界
は
中
学
校
だ
け

で
、
日
常
生
活
も
英
語
し
か
話
さ

な
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り

ま
す
。し
か
し
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
戻
っ
た
時
、
３
年
間
も
い
た

け
れ
ど
、
日
本
語
が
ほ
と
ん
ど
話

せ
ず
、
恥
ず
か
し
い
、
も
っ
た
い

な
い
と
い
う
衝
動
に
か
ら
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て
、
再
来
日
を
決

意
し
ま
す
。

　

日
本
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

ま
ず
は
、
学
校
以
外
の
人
と
触
れ

合
う
た
め
、
習
字
や
テ
ニ
ス
を
始

め
ま
し
た
。
特
に
テ
ニ
ス
で
は
、

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
保
護
者
と
も

親
し
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
出
会
い
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
経
験
か
ら
日
本
語
の
勉
強
意

識
も
高
ま
り
、
自
分
の
世
界
が
広

が
っ
て
い
っ
た
」
と
ド
ナ
ル
ド
先

生
は
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
や

日
本
語
で
講
演
を
行
う
ほ
ど
の
ド

ナ
ル
ド
先
生
が
そ
こ
に
は
い
ま
す
。

　

帰
国
を
前
に
し
て

　

板
倉
町
は
、
邑
楽
郡
で
初
め
て

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
国

際
交
流
と
英
語
教
育
に
前
向
き

で
、
外
国
人
留
学
生
が
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
て
る
の
も
良
い
こ
と
と
ド

ナ
ル
ド
先
生
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
初
め
て
板
倉
町
に
来

た
時
と
比
べ
て
駅
や
大
学
が
で
き
、

町
は
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
は
、
地
域
や
人
種
に
関
係

な
く
、
板
倉
町
の
住
民
が
力
を
ひ

と
つ
に
し
、
町
を
も
っ
と
良
く
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

　

昔
は
、
学
校
ま
で
の
行
き
帰

り
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
く
「
外
人

だ
」
と
指
を
差
さ
れ
た
と
い
う
ド

ナ
ル
ド
先
生
。
今
は
、
外
人
と
い

う
偏
見
も
な
く
、
言
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

ド
ナ
ル
ド
先
生
が
ま
い
た
国
際

交
流
と
英
語
教
育
と
い
う
種
は
、

確
実
に
板
倉
町
に
花
開
い
て
い
ま
す
。

■レポーター

広報編集委員

齋藤治久

動
物
細
胞
の
適
応
力
の
秘
密
に
迫
る

■主な研究テーマ
・ 筋細胞、神経細胞、増殖因子、細胞工学

 
根   
建 

ね 

だ
ち　
 
拓  
准
教
授

た
く

東
洋
大
学　

生
命
科
学
部

　
　
　
　
　

応
用
生
物
科
学
科

培養細胞を使った新たな研究
　動物細胞のストレスに対する適応力について
研究をしている根建准教授。現在は、動物の細
胞を生体外で培養する技術を使って、筋肉のよ
り詳しい運動効果などを調べています。
　今までの研究過程から、細胞を育てるときの
栄養状態を変えたり、微弱な電気をかけたりと
細胞工学的な手法によって、『生体外で育てら
れる収縮できる筋肉』を世界で初めて開発、今
まで知られていなかった新しい運動の効果を発
見してきました。
　「運動も実はストレスの一種です。しかし、
動物細胞を使った研究から、適応可能なストレ
スであれば、ストレスは必ずしも悪いものでは
ないことがわかってきています」と根建准教授
は話します。つまり、細胞にとってストレスフ
リーは逆にあまり良い状態ではないかもしれな
いとのこと。今後も動物細胞を使って、適度な
ストレスとうまく付き合っていく方法を調べて
いくそうです。

体の健康から医療分野にまで
　根建准教授の研究は、運動を補助するため
の、より効果的な食事やサプリメントなどの開
発にも役立ち、更には、細胞移植など再生医療
の分野にも貢献できる技術が詰まっています。
　「研究で知り得た技術を社会全体に還元して
いきたい。また、情熱を持ち生命力のある学生
を育てていきたい」と話す根建准教授。私たち
が健康で長い人生が送れるように人の役に立つ
研究と向かい合う日々が続きます。
■レポーター　広報編集委員　高野勝良
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◆
申
込
先
・
受
付

４
月
１
日　

〜
※
各
公
民
館
へ
電

(金)

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
、
月

曜
祝
日
の
場
合
は
火
曜
も
休
館
）

　

東
部
公
民
館

◆
陶
芸
教
室

期
間　

４
月
〜
３
月
（
全　

回
）

12

日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日　

　
　
　

午
前
９
時　

分
30

初
回　

４
月　

日　
16

(土)

内
容　

陶
芸
の
初
歩

講
師　

ふ
れ
あ
い
陶
芸
ク
ラ
ブ
員

対
象　

一
般
成
人　

名
15

材
料
費　

粘
土
代
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
ぼ
ろ
布

◆
園
芸
教
室

期
間　

４
月
〜　

月
（
全
４
回
）

12

初
回　

４
月　

日　
26

(火)

　
　
　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

季
節
の
寄
せ
植
え
な
ど

講
師　
 
坂  
村  
智  
紀 
さ
ん

さ
か 
む
ら 
と
も 
き

対
象　

一
般
成
人　

名
15

材
料
費　

１
回　

３，
０
０
０
円

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
軍
手

◆
男
の
料
理
教
室

期
間　

５
月
〜
３
月
（
全　

回
）

11

日
時　

毎
月
第
３
日
曜
日　

　
　
　

午
前
９
時　

分
30

初
回　

５
月　

日　
　

15

(日)

内
容　

身
近
な
家
庭
料
理

講
師　
 
小  
倉  
京  
子 
さ
ん

お 
ぐ
ら 
き
ょ
う 
こ

対
象　

中
高
年
男
性　

名
12

材
料
費　

１
回　

１，
０
０
０
円

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

　

北
部
公
民
館

◆
ピ
ラ
テ
ィ
ス
ヨ
ガ
教
室

期
間　

５
月
〜
７
月
（
全　

回
）

10

日
時　

毎
週
火
曜
日　

　
　
　

午
前　

時
10

初
回　

５
月　

日　
　

10

(火)

内
容　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
ヨ
ガ
を
ミ

ッ
ク
ス
し
た
動
き

講
師　
 
武  
田  
茂  
美 
さ
ん

た
け 
だ 
し
げ 
み

対
象　

一
般
成
人　

名
20

持
参
品　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

期
間　

５
月
〜　

月
（
全
８
回
）

12

日
時　

毎
月
第
２
金
曜
日　

　
　
　

午
前　

時
10

初
回　

５
月　

日　
　

13

(金)

内
容　

手
さ
げ
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

づ
く
り

講
師　
 
大  
岩  
仁  
美 
さ
ん

お
お 
い
わ 
ひ
と 
み

対
象　

一
般
成
人　

名
10

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

中央公民館　  �82- 2435 �82- 2436

東部公民館     �82- 1241 �80- 4047

南部公民館     �82- 1424 �82- 1943

北部公民館     �77- 1855 �77- 1854

海洋センター      �82- 0858 �82- 0899

わたらせ自然館       �82- 1935 �82- 0664

 Li f e s t udy

あなたに役立つ
生涯学習のページ

The s t ep Boar d of  Educat i on

各
公
民
館

　

受
講
生
募
集

　東北地方大洋沖地震の発生によ

り、多くのかたが被災しました。

全国で被災したかたの受け入れが

徐々に始まる中、板倉町について

も受け入れを決定し、生活のため

の設備が整っている南部公民館を

受け入れ場所といたしました。し

ばらくの間、南部公民館の利用は

できなくなり、教室やイベントな

ども開催いたしません。

　また、海洋センターについても

災害支援物資の集積所となります

ので、５月末まで利用できません。

皆様のご理解

とご協力をよ

ろしくお願い

いたします。

◆生涯学習とまちづくり推進大会

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!         
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

施設利用できません
南部公民館・海洋センター

広報いたくら　Ｈ23．４．１(13)

�
わ
た
ら
せ
自
然
館

　
（
月
・
火
・
祝
日
は
休
館
日
）

◆ 
小  
林  
孝  
至 
絵
画
展

こ 
ば
や
し 
た
か 
ゆ
き

期
間　

４
月
７
日　

〜　

日　

(木)

24

(日)

時
間　

午
前
９
時

　
　
　

〜
午
後
４
時　

分
30

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

入
場
料　

無
料

◆
第　

回
渡
良
瀬
遊
水
地
フ
ォ

11

ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
集
展

期
間　

４
月　

日　
29

(祝)

　
　
　

〜
５
月　

日　
15

(日)

時
間　

午
前
９
時

　
　
　

〜
午
後
４
時　

分
30

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

入
場
料　

無
料

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

各
公
民
館

◆
板
倉
絵
手
紙
の
会
作
品
展

期
間　

４
月
１
日　

〜　

日　

(金)

28

(木)

場
所　

中
央
公
民
館
２
Ｆ
ロ
ビ
ー

◆
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

日
時　

４
月　

日　
16

(土)

　
　
　

午
前　

時
10

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

東
部
公
民
館　

◆ 
活 
き

い

 
生 
き
学
級

い

期
間　

５
月
〜
２
月
（
全　

回
）

10

内
容　

健
康
や
趣
味
の
講
座
・
世

代
間
交
流

対
象　

町
内
在
住　

歳
以
上
の
か

60

た　

名
40

申
込
先　

在
住
地
区
の
公
民
館

（
南
部
公
民
館
を
除
く
）

　

女
性
あ
ど
ば
ん
す
は
、
他
の
町

で
い
う
婦
人
会
で
す
。
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
体
操
や
料
理
教
室
を

は
じ
め
、
女
性
の
身
近
な
生
活
課

題
に
つ
い
て
学
び
、
環
境
問
題
や

福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
女
性
も
大
歓
迎
、
興
味
の

あ
る
か
た
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
体
験
入
会
も
可
能
で
す
。

対
象　

町
内
の
成
人
女
性

申
込
先
・
問
合
せ

生
涯
学
習
係

�
内
線
６
２
３

　

板
倉
町
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
子
ど
も
会
林
間
学
校
、
新
潟

県
上
越
市
板
倉
区
と
の
交
流
会
、

子
ど
も
学
習
支
援
事
業
な
ど
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

「
良
き
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
」
と

な
り
、
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
、
青
少
年
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
か
た
は
気
軽
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象　

高
校
生
以
上
の
か
た

※
同
時
に
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
中
学

生
で
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

生
涯
学
習
係

�
内
線
６
２
２

各
公
民
館

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

楽
し
い
仲
間
！

　

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
員
募
集
！

　

女
性
あ
ど
ば
ん
す

　町の小中学校で

は、子どもたちの

健やかな成長を図

り、「生きる力」を

はぐくむために、

さまざまな教育活

動を行っています。また、子どもや地域の

実情に応じて特色ある開かれた学校づくり

を進めることを目的に、学校、家庭、地域

が連携・協力して、地域全体で子どもを育

てていく取組が進められています。

　このような観点から町の小中学校では、

地域の声を学校運営に生かしていきたく、

学校評議員を各小中学校で１名公募します。
◆学校評議員の役割

①校長の求めに応じて、教育活動の計画及

び実施、学校と地域社会の連携の進め方な

ど、校長の行う学校運営に関して、意見を

述べ、助言を行う

②必要に応じて、学校評議員が一堂に会

し、意見交換を行う
◆募集範囲

○各小学校…学校区域内住民

○中学校…町内住民
◆募集人員　各学校１名
◆任期　１年（４月１日～平成24年３月末

日までの１年間）
◆募集期間　４月７日(木)～26日(火)
◆応募方法　下記の各学校に電話でご連絡

ください

東小学校　　�８２－１１４１

西小学校　　�８２－１１４０

南小学校　　�８２－１１４３

北小学校　　�７７－０８６９

板倉中学校　�８２－１１４８
◆問合せ　学校教育係　�内線６１２

学校評議員募集
　　～特色ある学校づくりを
　　　　　地域で進めるために～
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平
成　

年
度
公
共
工
事
発
注
計

23

画
を
公
表
し
ま
す
。

　

公
表
は
閲
覧
方
式
と
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
か
た
は
財
政

係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間　

４
月
４
日　

〜
平
成　

年

(月)

24

３
月　

日　
30

(金)

※
土
日
、
祝
日
は
除
く

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容　

予
定
価
格
２
５
０
万
円
以

上
の
建
設
工
事

※
申
請
簿
に
氏
名
、
申
請
理
由
な

ど
の
記
入
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

財
政
係

�
内
線
１
３
３

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
限

は
、
計
量
法
に
基
づ
き
８
年
間
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

期
限
を
迎
え
る
該
当
の
世
帯
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
「
交
換
の
お
知

ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す
。
お
留
守

の
場
合
で
も
交
換
が
可
能
な
場
合

は
、
身
分
証
を
携
帯
し
た
委
託
業

者
が
交
換
を
し
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
交
換
の
費
用
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

　

交
換
作
業
の
際
の
立
ち
会
い
も

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

交
換
期
間

「
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
を
申

請
さ
れ
る
か
た
は
、
役
場
戸
籍
年

金
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
年
金
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０－

　

－

１
１
６
５

05

○
戸
籍
年
金
係

�
内
線
２
３
４

　

精
神
疾
患
や
認
知
症
に
つ
い
て

は
も
ち
ろ
ん
、「
対
人
関
係
が
う

ま
く
い
か
な
い
」「
他
人
や
家
族
に

ひ
ど
く
暴
力
的
に
対
応
し
て
し
ま

う
」「
何
も
や
る
気
に
な
ら
ず
、
外

出
も
ま
ま
な
ら
な
い
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
心
の
不
安
や
心
配
ご
と

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
ご
家
族
だ
け
で
の
相
談
も
可
）

※
相
談
は
精
神
科
医
師
と
の
個
別

相
談
。
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

日
時　

４
月　

日　
　

午
後
３
時

27

(水)

　

分
30場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

担
当　
 
後  
藤  
幸  
彦 　

医
師
（
つ
つ

ご 
と
う 
ゆ
き 
ひ
こ

じ
メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
）

申
込
先
・
問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
２

４
月
下
旬
〜
５
月
中
旬

交
換
業
者　

板
倉
町
指
定
工
事
店

組
合
加
盟
業
者

問
合
せ　

上
下
水
道
係

�
内
線
２
４
５

　

日
本
に
住
む　

歳
以
上　

歳
未

20

60

満
の
か
た
は
、
全
員
が
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
学
生
も　

歳
に
な
れ
ば
、
国

20

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
　

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
、

20
す
み
や
か
に
役
場
戸
籍
年
金
係
で

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
就
職
し
て
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
か
た
は
、
第
２
号
被
保
険
者

と
し
て
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て

い
ま
す
の
で
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
収
入
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
は
、
申
請
し
て
承
認
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
に
つ
い
て
は
学
生
期
間
中

の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」、
学
生
以

外
の
か
た
に
つ
い
て
は
保
険
料
の

納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る

お
知
ら
せ

ご
協
力
く
だ
さ
い

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換

公
表
し
ま
す

公
共
工
事
発
注
計
画

　

歳
に
な
っ
た
ら

20国
民
年
金
の
手
続
き
を

　

４
月
１
日　

よ
り
、
町
内
の
土

(金)

地
家
屋
の
価
格
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
る
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
土
地
家
屋
の
比
較
・

確
認
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

　

町
内
に
土
地
建
物
を
所
有
し
て

い
る
固
定
資
産
納
税
義
務
者
の
か

た
及
び
そ
の
代
理
人
の
か
た

縦
覧
内
容

○
土
地
（
所
在
・
地
番
・
地
目
・

　

地
積
・
価
格
）

○
家
屋
（
所
在
・
家
屋
番
号
・
種

　

類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
）

縦
覧
期
間

４
月
１
日　

〜
５
月　

日　

(金)

31

(火)

※
土
日
、
祝
日
は
除
く

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

持
参
す
る
も
の　

印
鑑
、
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

閲
覧
場
所
・
問
合
せ

課
税
係

�
内
線
２
１
４
・
２
１
６

土
地
・
家
屋
な
ど
の

帳
簿
が
閲
覧
で
き
ま
す

悩
ま
な
い
で
！

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

(15) 広報いたくら　Ｈ23．４．１

試
験　

６
月　

日　
　

午
前
９
時

26

(日)

会
場　

太
田
市
関
東
学
園
大
学
な
ど

受
験
料　

甲
種　

５，
０
０
０
円

　
　
　
　

乙
種　

３，
４
０
０
円

　
　
　
　

丙
種　

２，
７
０
０
円

受
付
期
間　

５
月　

日　

〜　

日　

11

(水)

23

(月)

申
込
先
・
問
合
せ　

○
館
林
消
防
本
部
予
防
課
保
安
係

�
　

－

８
３
６
４

72
○
板
倉
消
防
署

�
　

－

１
１
３
８

82
募
集
住
宅

　

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
居
資
格

　

現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
お
り
、

親
族
と
入
居
す
る
予
定
の
か
た
、

児
健
診
時
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
前
期
・
中
期
の
教
室
は
、
６
か

月
児
相
談
と
併
せ
て
行
い
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　

平
成　

年
度
第
１
回
危
険
物
取

23

扱
者
試
験
（
甲
・
乙
・
丙
種
）
を

実
施
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
に
伴

う
準
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
受
験
申
し
込
み
に
併
せ
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

準
備
講
習
会　

５
月　

日　
　

26

(木)

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

30

30

場
所　

館
林
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

受
講
料　

８，
５
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

　

離
乳
食
教
室
で
は
「
作
り
方
が

わ
か
ら
な
い
」、「
何
を
食
べ
さ
せ

た
ら
い
い
の
」
な
ど
離
乳
食
に
つ

い
て
の
悩
み
を
解
決
し
ま
す
。　

日
程　

５
月　

日　

、
７
月　

日

18

(水)

26

　

、
９
月　

日　

、　

月　

日　

、

(火)

27

(火)

11

29

(火)

平
成　

年
１
月　

日　

、
３
月　

24

27

(金)

28

日　
(水)

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
 
概 
ね
９
か
月
〜
１
歳
３
か

お
お
む

月
（
後
期
・
完
了
期
）

内
容　

栄
養
士
に
よ
る
講
話
、
調

理
実
習
の
見
学
、
試
食

定
員　

６
組

参
加
費　

２
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
も
し
く
は
乳
幼

ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
か
た
。

※
収
入
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
１
日　

〜　

日　

(金)

15

(金)

入
居
可
能
日　

７
月
１
日　
(金)

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
を

郵
送

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所

　

県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅

雲
町
）、
県
土
木
事
務
所
、
役
場
建

設
係

そ
の
他　

入
居
者
は
、
公
開
抽
選

で
選
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
ま
た
は

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

県
住
宅
供
給
公
社

�
０
２
７－

２
２
３－

５
８
１
１
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景観についての意見を
風景審議会委員募集

　町は平成20年度に景観行政団体と

なり、平成22年度には風景計画を策

定し、併せて風景条例を制定しまし

た。そこで、風景審議会に参加してい

ただける委員を募集します。

　風景づくりに関して定められた事

項を調査・審議していただきます。

募集人員　２名以内

資格　町内に在住、在勤、在学の景

観について関心がある20歳以上のかた

任期　委嘱日～平成25年３月31日

審議会　年３～４回開催予定

申込方法　５月６日（金）までに、応

募の動機及び板倉町の風景（景観）

に関する意見などを８００字程度

（様式は自由）にまとめ、住所、氏名、

性別、年齢、電話番号、職業を記入し

て都市計画係へ提出してください。

（郵送、電子メール、ＦＡＸによる提

出可）

申込先・問合せ

都市計画係

�内線４２２

�８２－４０６２

�t oshi @t own. i t akur a. gunma. j p

　

そ
ら
い
ろ
保
育
園
で
は
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
ら
い
ろ

チ
ャ
ッ
ト
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象　

保
育
園
や
幼
稚
園
に
入
園

す
る
前
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族

実
施
事
業　

そ
ら
い
ろ
チ
ャ
ッ
ト

（
製
作
・
身
体
測
定
な
ど
）

日
程　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

○
午
前
の
部　

午
前
９
時
〜
正
午

○
午
後
の
部　

午
後
０
時　

分
〜

30

２
時　

分
30

電
話
相
談　

毎
週
水
曜
日　

園
庭
解
放　

毎
週
土
曜
日

利
用
方
法　

登
録
が
必
要
で
す
の

で
、
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ　

そ
ら
い
ろ
保
育
園

�
　

－

８
８
１
１

82
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場

そ
ら
い
ろ
チ
ャ
ッ
ト
開
催

催
し
・
募
集

電話当 番 店曜日日月

82- 2152㈲佐山設備土２

４

82- 0537㈲根岸工業日３

82- 1025㈲鈴木設備土９

82- 0027㈲岩崎設備日10

82- 0001㈲しんえい設備土16

82- 0095山岸管工設備日17

82- 0261㈲小倉設備土23

77- 0057宇治川管工日24

82- 1856高田管工設備祝29

77- 0358㈲長谷川設備土30

82- 2982土橋設備日１

５

82- 2152㈲佐山設備祝３

82- 0537㈲根岸工業祝４

82- 1025㈲鈴木設備祝５

82- 0027㈲岩崎設備土７

○水道料金納入地区　１～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　４月26日（火）

悩
み
を
解
決
し
ま
す

離
乳
食
教
室
開
催

県
営
住
宅

入
居
者
募
集
し
ま
す

平
成　

年
度
第
１
回

23

危
険
物
取
扱
者
試
験
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海
外
旅
行
は
楽
し
い
も
の
、
一

度
行
っ
て
み
る
と
、
二
度
、
三
度

と
続
く
か
た
も
多
く
い
ま
す
。
視

野
が
広
が
り
、
気
分
が
高
揚
し
、

日
々
の
生
活
に
活
気
が
満
ち
て
く

る
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
す
。
今

回
は
旅
し
て
感
じ
た
こ
と
、
失
敗

し
た
こ
と
、
発
見
し
た
こ
と
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
語
り
ま
す
。

▼
第
４
回
学
習
会

日
時　

４
月　

日　
　

午
後
２
時

17

(日)

〜
４
時

場
所　

中
央
公
民
館

内
容　

海
外
旅
行
体
験
談
発
表
会

発
表
者　

① 
石  
山  
博  
美 
（
ア
メ
リ
カ
）

い
し 
や
ま 
ひ
ろ 
み

② 
下  
條  
延  
直 
（
タ
イ
）

し
も 
じ
ょ
う 
の
ぶ 
な
お

③ 
柴  
原  
保  
雄 
（
中
国
）

し
ば 
は
ら 
や
す 
お

④ 
山  
中  
高  
江 
（
グ
ア
ム
）

や
ま 
な
か 
た
か 
え

⑤ 
飯  
塚  
英  
夫 
（
パ
キ
ス
タ
ン
）

い
い 
づ
か 
ひ
で 
お

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

４
月　

日　
14

(木)

申
込
先
・
問
合
せ

板
倉
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
企
画
調
整
係
内
）

�
内
線
１
４
１

�

kokusai@town.itakura.

gunma.jp

　

海
外
旅
行
を
す
る
の
に
、
こ
れ

だ
け
は
必
要
と
い
う
英
語
力
を
つ

け
る
た
め
の
英
会
話
教
室
で
す
。

初
歩
か
ら
学
び
直
し
た
い
か
た
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程　

５
月　

日　

〜
７
月　

日

14

(土)

16

　
　

毎
週
土
曜
日　

全　

回

(土)

10

時
間　

午
後
６
時　

分
〜
８
時

30

場
所　

東
部
公
民
館

講
師　

国
際
交
流
協
会
会
員
及
び

英
語
を
母
国
語
と
す
る
外
国
人

定
員　
　

名
（
先
着
順
）

20

参
加
費　

５，
０
０
０
円（
教
材
費

込
）
協
会
会
員
は
４，
０
０
０
円

申
込
期
限　

４
月　

日　

（
定
員

15

(金)

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
先
・
問
合
せ

板
倉
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
企
画
調
整
係
内
）

�
内
線
１
４
１

�

kokusai@town.itakura.

gunma.jp

　

板
倉
町
国
際
交
流
協
会
で
は
、

東
洋
大
学
短
期
研
修
生
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　
　

名
（
男
子
５
名
、

12

女
子
７
名
）

期
間　

５
月　

日　

〜　

日　

の

27

(金)

29

(日)

２
泊
３
日

応
募
条
件

①
国
際
交
流
に
理
解
の
あ
る
ご
家
族

②
期
間
中
、
大
学
や
イ
ベ
ン
ト
会

場
へ
自
家
用
車
な
ど
で
送
迎
で
き

る
こ
と

③
個
室
を
提
供
で
き
る
こ
と
（
も

し
く
は
、
同
性
の
ご
家
族
と
の
相

部
屋
も
可
）

※
家
族
構
成
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
単
身
の
か
た
は
応
募
不
可

応
募
期
間

　

４
月
１
日　

〜　

日　

(金)

20

(水)

※
受
け
入
れ
は
、
５
月　

日　

ま

10

(火)

で
に
決
定
し
、
各
ご
家
庭
に
郵
送

に
て
連
絡
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

○
板
倉
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
企
画
調
整
係
内
）

�
内
線
１
４
１

�

kokusai@town.itakura.

gunma.jp

○
東
洋
大
学
国
際
交
流
化
推
進
室

�
　

－

３
９
４
５－

７
５
５
８

03

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▼
板
倉
町
立
小
学
校
空
調
設
備
工
事

工
事
場
所　

町
内
４
小
学
校

設
計
価
格　

　
　

１
１
８，
７
４
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

　
　

１
０
５，
６
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

　
　

１
０
４，
４
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

神
寛
・
岩
崎
板
倉
町

立
小
学
校
空
調
設
備
工
事
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

▼
板
倉
町
立
板
倉
中
学
校
空
調
設

備
工
事

工
事
場
所　

大
字
板
倉
地
内

設
計
価
格　

４
９，
７
５
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

４
４，
３
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

４
３，
８
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

ト
ー
カ
イ
・
根
岸
工

業
板
倉
町
立
板
倉
中
学
校
空
調
設

備
工
事
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

※
価
格
は
消
費
税
抜
き
の
表
示

催
し
・
募
集

初
心
者
向
け
英
会
話
教
室

第
Ⅰ
期
受
講
生
募
集

ア
メ
リ
カ
の
短
期
留
学
生

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

文
部
科
学
省

所
管
の 

国
際

青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
夏
休

み
に
青
少
年
を

対
象
に
国
際
交

流
の　

事
業
を

10

実
施
し
ま
す
。

参
加
費　
　

万
円
〜　

万
円

23

54

※
共
通
経
費
は
別
途

対
象　

小
学
３
〜
高
校
３
年
生

派
遣
先　

米
国
・
英
国
・
豪 
州 
・

カ
ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ

パ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体

験
・
英
語
研
修
・
地
域
見
学
・
野

外
活
動
な
ど

日
程　

７
月　

日　

〜
８
月　

日

23

(土)

14

　
　

８
〜　

日
間

(日)

18

申
込
期
限　

６
月
３
日　

及
び

(金)

　

日　
　

13

(月)

そ
の
他　

全
国　

箇
所
で
説
明
会

15

を
開
催
し
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
事
業
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
料
請
求
先
・
問
合
せ

 

国
際
青
少
年
研
修
協
会

�
　

－

６
４
５
９－

４
６
６
１

03

�

info@kskk.or.jp

 

http://www.kskk.or.jp

普
段
着
の
海
外
旅
行
談
義

異
文
化
理
解
学
習
会
開
催

入
札
結
果

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

参
加
者
募
集

(17) 広報いたくら　Ｈ23．４．１

日
時　

５
月
４
日　
　

午
前　

時

(祝)

10

〜
午
後
２
時　

小
雨
決
行

場
所　

県
立
森
林
公
園
「
お
う
ら

創
造
の
森
」（
邑
楽
町
大
字
中
野
）

内
容　

苗
木
・
き
の
こ
ほ
だ
木
配

布
会
、
寄
せ
植
え
教
室
、
み
ど
り

の
相
談
室
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ

ト
、
樹
木
医
に
よ
る
樹
木
観
察
教

室
、
庭
木
の
植
え
方
教
室
、 
剪  
定 

せ
ん 
て
い

 
鋏 
・ 
刈  
込  
鋏 
の
研
ぎ
方
教
室
、
展

ば
さ
み 

か
り 
こ
み 
ば
さ
み

示
・
販
売
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

そ
の
他　

荒
天
時
に
は
、
一
部
イ

ベ
ン
ト
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時
間
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

�
　

－

７
１
８
８

88

け
る
除
草
、
水
路
清
掃
、
花
緑
の

植
栽
な
ど

○
里
山
・
平
地
林
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　

里
山
平
地
林
に
お
け
る
下
草
刈

り
、
植
栽
、
県
産
材
な
ど
に
よ
る

簡
易
な
柵
、
看
板
の
設
置
な
ど

※
ご
み
拾
い
は
、
対
象
外

支
援
団
体　

構
成
員
が　

人
以
上

10

の
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
で
、
４
月
〜
平
成　

年
２
月

24

末
ま
で
の
間
に
３
回
以
上
、
館
林

市
及
び
邑
楽
郡
で
自
主
的
な
活
動

を
行
う
団
体

助
成
金
額　

２
０，
０
０
０
円

申
請
期
限　

５
月　

日　
31

(火)

申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
を
提

出
す
る
。（
申
請
書
は
土
木
事
務

所
や
役
場
建
設
係
に
あ
り
ま
す
）

申
請
先
・
問
合
せ

館
林
土
木
事
務
所
施
設
管
理
係

�
　

－

４
３
５
５

72

支
援
す
る
活
動

○
花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　

道
路
や
河
川
に
お
け
る
除
草
、

花
緑
の
植
栽
、
側
溝
の
清
掃
、
公

共
施
設
に
お
け
る
花
緑
の
植
栽

※
ご
み
拾
い
は
、
対
象
外

○
耕
作
放
棄
地
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　

耕
作
放
棄
地
に
お
け
る
花
の
景

観
づ
く
り
、
農
業
用
排
水
路
に
お

定　例　相　談

年累計   79件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（２月16日～３月15日）
１件(   13件)�侵入窃盗
２件(   ２件)�車上ねらい
０件(   ０件)�自動販売機ねらい
２件(   ３件)�乗物盗難
６件(   14件)�その他の事件
６件(   15件)�人身事故
13件(     32件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

●人権相談　午前10時～正午

　問合せ　戸籍年金係　�内線２３２

●行政相談　午前10時～正午

　問合せ　戸籍年金係　�内線２３２

●法律相談　午後１時～３時

　問合せ　戸籍年金係　�内線２３２

●農地相談　午後１時30分～４時

　問合せ　農業委員会　�内線４１５

●教育相談　午後２時～５時

　問合せ　教育研究所（中央公民館内）

　　　　　　　　　　　�８２－０８３４

●福祉センター相談情報

　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午

　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）

　　午前９時～午後５時

　問合せ　福祉センター

●保健センター相談・教室情報

　◆すくすく発達相談（理学療法士）

　　午後１時～５時　※要予約

　◆健康相談　午前10時～11時30分

　問合せ　保健センター

●館林保健福祉事務所相談情報

　◆子育てこころの相談

　　午前９時～正午　※要予約

　◆精神保健福祉相談

　　午後１時30分～３時　※要予約

　問合せ　館林保健福祉事務所

　　　　　　　保健係　�７２ー３２３０

●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）

　午前８時30分～午後５時

　問合せ　中央公民館　�８２ー２４３５

　　　　　東部公民館　�８２ー１２４１

　　　　　南部公民館　�８２ー１４２４

　　　　　北部公民館　�８２ー１８５５

納
税
は

口
座
振
替
が

便
利
で
す
！

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○内科系の※印は、小児科のみとなります。
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

慶友整形外科病院
７２－６０００

加藤医院
８９－１０３１

菅沼医院
７２－９０９０

館林記念病院
７２－３１５５

４月３日
（日）

－
海宝病院

７４－０８１１
たなか医院
６２－２８８１

増田医院
８２－２２５５

吉田内科クリニック
７０－７１１７

４月10日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

蜂谷病院
６３－０８８８

神尾内科医院
７５－１２８８

松井内科医院
７５－９８８０

４月17日
（日）

－
川島脳神経外科医院
７５－５５１１

福田ペインクリニック
８４－１２３３

益田小児科※
６２－５５３５

ハートクリニック
７１－８８１０

４月24日
（日）

－
新橋病院

７５－３０１１
富士クリニック
２０－１９７１

さくらクリニック
７２－３８５５

落合医院
７２－３１６０

４月29日
（祝）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

真中医院
７２－１６３０

真下胃腸科内科医院
６２－２０２５

ミツワ診療所
７０－３０３０

まりレディスクリニック
７６－７７７５

５月１日
（日）

－
ふじの木整形内科クリニック
９１－４０７０

かさはら内科
５５－２５３７

阿部医院
６２－５４２８

長谷川クリニック
８０－３３１１

ハートクリニック
７１－８８１０

５月３日
（祝）

－
慶友整形外科病院
７２－６０００

加藤医院
８９－１０３１

おぎわら小児科※
６１－１１３３

菅沼医院
７２－９０９０

落合医院
７２－３１６０

５月４日
（祝）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　 

午後７時～10時（日、祝日を除く）　    
内科・小児科（要電話確認）　　　　  

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

お
う
ら
創
造
の
森

「
み
ど
り
の
集
い
」
開
催

花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

活
動
団
体
募
集

催
し
・
募
集

　

口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば
、

納
期
限
の
日
に
自
動
的
に
納
付

さ
れ
ま
す
。
納
め
忘
れ
も
な

く
、
安
心
便
利
で
す
。

問
合
せ　

収
税
係

�
内
線
２
２
１
・
２
２
２



( 18)

人　口　　 １５，９７０人（－９）
　　男　　　 ７，９３６人（－９）
　　女　　 　８，０３４人（±０）
世帯数　　 　５，２６４戸（＋５）
              （　）内は前月比
　　　　  平成23年３月１日現在

今月の表紙

土    Ｓat金    Ｆr i木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
２１　【定休日及び休館日のお知らせ】

 ○各公民館：月曜日及び祝日
 ○健康の郷「季楽里」：木曜日
 ○海洋センター：月曜日及び祝日
 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日
 ○総合老人福祉センター：土・日曜日及び祝日(18日は休館)
 ○児童館：土・日曜日及び祝日

※詳しくは各施設までお問い合わせください。

９８７６ 窓口延長～19: 15５４３
●健康相談(保)
◆ポリオ(保)

◆小中学校入学式
◆小中学校１学期始業式

●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）

●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)

16151413 窓口延長～19: 15121110
◆１歳６か月児健診

(保)
●ふれあい相談会（館保）
◆乳児健診(保)
◆ＢＣＧ接種(保)

●健康相談(福)
◆可燃性粗大ごみ受入日
　※9: 00～15: 00　(資)
●行政相談（東公）
●法律相談（中公）
●人権相談（東公）

23222120 窓口延長～19: 15191817
●健康相談(保)●ことばとからだの

　発達相談(保）
●子育てこころの相談
　　　　　　　（館保）
●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）
◆ポリオ(保)

3029   昭和の日2827 窓口延長～19: 15262524
◆苗木の無償配布
　(季楽里)　※11: 00～
　(５ページ参照)

◆可燃性粗大ごみ受入日
　※9: 00～15: 00　(資)

●こころの健康相談
(保)

７６５  こどもの日４  みどりの日３  憲法記念日２５/１
●農地相談(町)

◎定例相談の時間など、詳しくは

「くらしの情報」でご確認ください。

※(　)内は開催場所になります。

離山貝塚からの眺め(海老瀬)

　海老瀬（ 頼  母  子 ）のシダレザクラは、町の天
たの も し

然記念物に指定されています。これから見頃を
迎えるシダレザクラ、一説によると弘法大師が
使っていた杖をさしたものが育ったという伝説
があり、なんだかロマンも感じさせます。


